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高速道路における二輪車事故原因として、急ハンドル、急ブレーキ、

わき見、速度違反等を原因とする転倒事故が多く発生しています。わき見

運転では、前車に気付くのが遅れ追突するほか、慌てて急ハンドルや急ブレーキをか

け転倒する事故にもつながります。余裕を持った対応が出来るように、常に全方向に

注意を払い、特に前方の車両とは十分な間隔をとり走行しましょう。

★ 乗車前の日常点検を必ず行いましょ う。

★ ヘルメットのあごひもはしっかり締めましょう 。

★ 二輪車用ヘルメ ッ トはもちろん、グローブ 、ブーツ 、プロテク ター 、

長袖、長ズボンなど保護性の高い装備や服を正しく着用しましょう 。

★ 風雨が強い等悪天候の時は規則に従い速度 を落 と し て走行する こ

とはもちろん、無理をせ ず SAや PAに 一時待避しましょう。

連続走行中の車両や、渋滞中の車両の間を無理に追

い越したり、追い抜きをすると、車両の急な車線変更

に対応し切れず接触、衝突して転倒する事故となりま

す。特に渋滞中の車両の間を追い抜くことや、路肩を

走行することは絶対にやめてください。

車両には、必ず相手車両が見えない「死角」があることを認識し、

常に走行車両の動きに注意して、安全な車間距離と、安全な速度で走

行しましょう。



近年、体調不良、長時間の運転を原因とした「過労運転」、持

病や風邪等の治療薬・市販薬の服用による「眠気やだるさ」を催

すなかでの運転の強行、生活習慣や気候変動によって体に変調を

来す「春バテ」、向精神剤や危険薬物使用等による運転によって

引き起こされる悲惨な交通事故が全国的に発生しています。

体 調 の 管 理 に 万 全 を
① 春バテ等で体調の優れないときは運転を控える。

② 疲れを感じたときは早めに休憩を取る。

③ 仕事前日の深酒は控える。

④ 職場では、運行状況を把握し疲労している者には運転を控えさせる。

治 療 薬 等 の 副 作 用 に 注 意
① 風邪薬、解熱鎮痛剤、鼻炎薬には抗ヒスタミン剤が含まれるものが

多いため「眠気」「だるさ」「集中力が低下する」ことがある。

② 血圧降下剤は血圧の降下に伴い「めまい・ふらつき」が生じること

がある。

③ 治療薬等を服用するときは、運転しても良いかを医師に相談する。

向 精 神 剤 ・ 危 険 薬 物 を 使 わ な い
① 向精神剤・危険薬物（ＭＤＭＡ，脱法ハーブ等）は中毒などで心身

を損なう大きな危険（麻薬、覚醒剤以上に有害とされる）があること

に加え、繰り返し使いたくなる「依存性」の高い危険なものであるこ

とを認識する。

② 意識障害、けいれん、呼吸困難などを起こして本人が苦しむだけで

なく、幻覚や興奮のために他人に暴力をふるったり、車を運転して暴

走し、ひき逃げや死亡事故などの重大な犯罪を引き起こす可能性が高

くなる。


